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トッシニャーノ bPSI　i479・PPI　1 1001CM40glO　P 178※ヅォーラ 1◎PSI　6鐙IPSI7il　OP7261CM453
カステル・ダイアーノ 1△PPI　607［PS　1446［CM4ssl
ガッジョ・モンターノ
ロイアL・一・ノ
モンギドーロ
モンテレンツィオ
サヴィーニョ
ヴェルガート
［△PPI
△PPI△PPI△PPI
217iPS　1
鍛PSI714PSI459PSI
201CM
300　CM
578　CM414
727
3830P255
×PPI　521PSI　341△PPI　　6051PSI　　406
CM　　　516PSICM 44PSI　373
　（出典）N．S，　Onofri，　La　grande　guerra＿，　cit．　pp．414－421．　Id．　La　strage．．．，
cit．，　pp．250－251より作製（数値の空白は，自治体文書館が，ファシストの手で，あ
るいは第二次大戦中の爆撃で破壊され，確認の手立てが無いためである）。
　略号，PSI（社会党），　CM（教権穏健派），　OP（人民諸組織連合），　PSR（改
良派社会主義者），PPI（人民党），　PLL（平和・自由・労働委員会）。
　自治体名の後の印は，14年，20年の両地方選での多数派の移動を示す。
◎印は，14年の左翼自治体（PSI単独，OPとの連合）で，20年にもPSIが維持。
○印は，14年の非左翼の自治体から，20年にPSIに移ったもの。
×印は，PSIの自治体から反PSIへ移行した自治体〔1｝。
△印は，14年，20年とも反PSI自治体〔6｝。
※印は，PSIが全議席独占。
一44一
は議席独占），人民党7，委員会が多数派となった自治体0（表⑨参照）。県議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19　会の議席も，社会党47，委員会3，人民党0であった。
　この結果は，ボローニャでは，保守勢力がいかに結束したにせよ，選挙とい
う合法手段で社会党の支配を打倒できないことを示し，ファシスト行動隊の存
在をクローズアップさせた。「保守派の選挙敗北は，逆にファシストにとり勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2o　利であった」というフェラーラに関するコーナの逆説的な指摘は，ボローニャ
でもあてはまる。
　委員会も多数派リストを提出し，市政担当の決意を表明していたが，同時
に，社会防衛協会は，選挙敗北に備えて，別の措置をも講じそれを担ったのが
ファシストであった。
　事実，戦闘ファッショは，委員会の結成集会に参加したが，社会防衛協会の
決定に従い，前回総選挙と異なり選挙ブロックとしての委員会には参加せず，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2o「委員会の外にある種類の任務」，つまり軍事的任務を分担したのである。プ
アシストは，選挙防衛に限定することなく，社会主義勢力に対抗すべき軍事装
置としての役割を積極的に遂行する。10月26日，委員会の決起集会の日に，集
会を防衛するだけでなく，前日に合意されたばかりの新しい小作協定の調印を
阻止するため，トラックで市近隣のサン・ラッヅァロに遠征し，28日～29日の
夜には，ガリバルド・ペドリー二（既述）の率いる40人のファシストは，カサ
　　　　　　　　　（22）レツキオへの遠征を組織し，後のr懲罰遠征」の先例をすでに示していた。投
票前夜には，投票結果と無関係に，「アックルシオ宮には赤旗を翻えさせない」
と酷し選挙remを鱗する態度を醐｝ピぞ，その決意を選挙後の識勝
記釦の朋4日，ボ・一二。県労醗議所の難で示鍵。
　会議所の書記E・ブッコ（20年10月，共産主義フラクションに参加）の犯し
た悲喜劇的講で嚇を傷つけられ姉社会党左派指導部は，。の騰的事件
の名誉回復のため，11月21日の新市政発足式を最大限の壮大さで祝うべく，市
庁前の蝶会紹熱廻．県警本部長の調停で，。。シストと社会蟻者の間
で妥協が成立したかに見えるが，社会主義者は集会中の赤旗掲揚と「自力防
衛」を決定し，それに対して，ファシストは，19日，宣戦布告を発した。「日
　　　　　　　　　　　　　　　一45一
曜日，女性と，平和と平穏さを愛する全ての者は家にとどまれ……。街頭に
は，ファシストとボリシェヴィキしか，存在すべきではない。これは試練，イ
　　　　　　　　　　　　　　　（27）タリアの名による巨大な試練である」。そして，当日，この予告を，ファシス
トは実行に移し，広場で社会主義者の側に死者10人，議場内の混乱の中で，復
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）員将校で，少数派議員ジョルダー二の死亡が生じた。
　このように，この「アックルシオ宮の虐殺」は，突発事件でなく，ファシス
トの事前に練り上げられた作戦計画の結果であり，その意味で「ファシストの
　　　　　　　（29）戦術，戦略の傑作」であった。
　ジョルダー二の死は，選挙戦では生み出せなかった反社会主義者の全市民の
一体感を生み出し，威信を決定的に昂めたファシストは，この雰囲気のもとで
その隊列を増大させ（ジョルダー二の葬儀の日，2，000人の武装ファシストの
　（30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
デモ），社会主義者に「第二の宣戦布告」，正真正銘の宣戦布告を行ない，全面
的な攻勢を仕掛け，ボローニャを「中部イタリアにおけるファシズムの震源
（32＞
地」にするのに成功し，大衆ファシズム発展の口火を切ったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　Cft）注
（1）　B．Da11a　Casa，　Il　movimento　operaio＿，　cit．　PP．20－21，59n。
（2）　1．Masulli，　Il　movimento　operaio＿，　cit．，　PP．225－230．10月　10－11日，レツジ
　　　ョ・エミリアで社会主義結集派（改良派）フラクションの大会，11月20－21日，
　　フィレンツェで統一共産派（最大限綱領派）の大会，11月28－30日，イモラで純
　　粋共産派大会がそれぞれもたれた。B．　Dalla　Casa，　Il　movimento　oPeraio，・・，
　　cit．，　pp．29－30．
（3）　LArbizzani，　L’avvento＿，　cit．　P．91．　B．　Dalla　Casa，　Il　movimento　operaio
　　＿，cit．　p．17．　N，　S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．　p．215．
（4）　N。S．　Onofri，　La　strage．．．，　cit．　P．215．
（5）　L．Arbizzani，　L’avvento＿，　cit．，　PP．92－93n．　E　Cavazza，　oP．　cit．，　P．177．
（6）　A．Lyttelton，　oP．　cit．　P．96．
（7）　N．S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．，　P．218．
（8）　　Ibid．　pp．216，220－221．
（g）　　Ibid．，　pp．215－6．
（10）　N，S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．，　pp．222－3．　Cf．　A．　Lyttelton，　op．　cit．，　p．
　　96．L．　A．　Cardoza，　op．　cit．　p．302．
（11）　L．A．　Cardoza，　op．　cit．　pp．303－4．
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（12）　Ibid．　p．303．
13）　NT．　S．　Onofri，　La　strage＿，　citっpp．235－8．　L．　Arbizzani，　L’avvento＿，　cit．
　　　pp．95－96．　L．　A．　Cardoza，　op．　cit，t　pp。303－304．
（14）　N，S．　Onofrit）La　strage．．．，　cit．　p．238。
（15）　　Ibid．　p．238．
（16）　G．Venturi，　Bologna，　cit．　N　S，　Onofri，　La　strage＿，　cit．，　pp．240－241．
（17）　L．Arbizzani，　L’avvento＿，　cit．　p．95n．　N．　S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．　p．
　　　238．
（18）　LArbizzani，　L’avvento．．．，　cit．　p．96．
（19）　N．S．　Onofri．，　La　strage＿，　cit．　pp．246－247．ld．1913－1923，　cit－）p．92n．
（20）　P．Corner，　op，　cit．　p．111．
（21）　NS，　Onofri，　La　strage＿，　cit．　pp．277－278．
（22）　Ibid．　pp．239．244．
（23）　B．Dalla　Casa，　Il　movimento　operaio＿，　cittl　p，24．
（24）　Ibid．，　pp．23－24．　L．　Arbizzani，　L’avvento．。．，　cit－1　pp，97－98．　N．　S．　Onofri，
　　　La　strage．．．，　citv　p．252．
（25）ブッコは，労働会議所の防衛のため，イーモラの赤色防衛隊を石集し，一度はフ
　　　ァシストの攻撃を撃退したが，再度の攻撃に備えて，それまで革命的言辞を弄し
　　　ていたにもかかわらず，敵である県警察本部に援助の要請を行なった。急行した
　　　警察官は，逆に建物を捜索し，それと一緒になり，ファシストも侵入し，略奪，
　　　放火した。警察は，96人の赤色防衛隊員全員を逮捕すると共に，同じ建物内にあ
　　　るブッコの住居で多くの武器を押収した。それに対して，ブッコは，その武器の
　　　持ち込みの責任を赤色防衛隊員に転嫁したのである。
（26）　LArbizzani，　L’avvento＿，　citワP．98．
（27）全文は，N．　S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．　p。260．
（28）　この事件については，　Ibid．　PP．268－271．　Tasca，　oP．　cit．　PP．161－163．
　　　Fascismo．　Inchiesta　socialista，．．，　cit．　pp．268－271．
（29）　N．S．　Onofri，　La　strage＿，　cit．J　P．300．
（30）　Ididv　p．301．
（31）D．グランディの言葉，G．　A．　Chiurco，　vol．　II，　oP．　cit－J　P．218．
（32）　Fascismo．　Inchiesta　socialista＿，　cit－J　p．266．
結 び
　事件後議会に設置されたボローニャ事件の調査委員会は，21年ユ月の最終報
告書で次のように指摘した。「ファシズムは，最大限綱領主義に対する自発的
・一一・ S7一
反発にすぎないし，もはや法によって保護されていず，国家の諸機関により擁
護されていないとみなした市民の自発的で絶望的な防衛にすぎない」。また，
ファシストについても，「これらの青年達の政治綱領と政策は十分に展開され
ておらず，多分，明確には定義されてはいない」し，「社会主義に似たあいま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）いな博愛主義から，前進したけんか好きのナショナリズムへと動揺している」。
　G・ヅィボルディ（レッジョ・エミリアの改良派社会主義のリーダー）も，
21年に書いた「社会主義者のファシズム評」の中で，ボレージネ，ロメッリー
ナ，フェラーラ，マントヴァのファシズムを農業家的（agrario）と定義するの
に対し，ボローニャのファシズムを，レッジョ・エミリアと共に，自営業者的
（esercentesco）と定義し，農業家だけでなく，自営業者，家主，知識人，中間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）階級，つまり，広範な市民の反社会主義連合の所産であると捉えた。M・ミッ
シローリも21年に書いた「ファシズムとイタリアの危機」の中で，フェラーラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）と対比して，ボローニャ・ファシズムは，市民的現象であると述べている。
　以上の指摘は，はじめにでも触れたように，ボローニャ・ファシズムが，21
年3月までは，巨大な都市の運動にとどまっていたという事実を確認するもの
である。
　確かに，事件後，12月6日，カステル・S・ピエトロ，12月9日，モンテレ
ンツィオと，県の農村部に対して，ファシスト行動隊の大規模な軍事遠征が組
織されるが，それらは，県都からトラックで出発した都市ファシストの手にな
　　　　　　（4）るものであった。むしろ，21年1月24－25日の夜における，県労働会議所とそ
の隣りにある市社会党の本部に対する再度の襲撃と放火や，社会党の代議士や
市の社会主義運動の指導者に対する個人的テロなど，ファシストはその活動を
　　　　　　　（5）県都に集中している。また，20年12月，社会主義者の労働会議所に対抗して，
経済組合の組合会議所を設置するが，その当初の目標は都市労働者の組織化に
　　（6）
あった。　　　　　　　　　　　　　　　，、
　農業家も，ボローニャ・ファッショに献金し，また行動隊に参加する者も存
在したが，その多くは，パリア＝カルダ協定の否認や，農民同胞団との間に締
結した小作協定をも無視し，ファシストの武力行動を利用して，自己利益を防
　　　　　　　　　　　　　　　一48一
　　　　　　　　　（7）衛することにのみ甘じているのである。このように，ファシズムの発展の初期
の段階では，ボローニャでは，農業家反動は，フェラーラと異なり，広範な市
民の反社会主義反動の一部であるにすぎない。
　ボローニャのファシストが，社会主義勢力を打倒するためには，その拠点と
なっている農村部制圧が不可欠であると認識し，農村部に支部網を拡げ，本格
的に活動の場を農村部にも拡大していくのは，21年4月以降，フェラーラ・フ
ァシズムの成功に刺激された結果である。それはまた，4月から5月にかけて
ボローニャ・ファシズムの指導権が都市ファシストのアルピナーティから，バ
ロンチー二，グランディらの農業家ファシストの手に移ったこととも軌を一に
　　（8）している。そして，単なる市民の反社会主義反動から，農業家反動と一体化し
　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）て，発展して行く。その一方，グランディに見られるように，ナショナル・サ
ンディカリズムの理論を軸に，ファシズム像の具体化も模索される。
　いずれにせよ，こうして，19世紀宋から開始された，ボローニャ，フェラー
ラをはじめとするボー平野の農村社会主義の合法的前進は，一度は，保守勢力
が，戦争を利用して阻止しようと試みて失敗したが，結局，ファシストが暴力
をもってその阻止を実現した。ボー平野農村の資本主義的変化と大衆民主主義
の発展の同時的進行を背景とした社会主義者の合法的前進は，そのような条件
の下では，非合法的暴力によってしか，停止させることは出来なかったと言え
る。その意味で，ナチスのように直接的ではなく，間接的であったが，大衆民
主主義の拡大が，ファシズム出現の必要条件であった。また，拾頭期のファシ
ズムを特徴づける非組織的，非公式の制度化されていない暴力の行使の本質
も，そこにある。
　他方・この社会主義者の合法的前進に対処できなかった自由主義国家は見捨
てられ，それを支える議会制の崩壊と餓の樹立へと導いたので謬。
　　　　　　　　　　　　　　　結び注
（1）　G．A．　Chiurco，　op．　cit．，　vo王，　III，　P．49．
（2）G・Zib・・di，　C・iti・a…i・li・t・d，l　fasci、m。，，it．　PP．　364，390＿391，
（3）MMissi・・li，。P．。it．，　P．120．
　　　　　　　　　　　　　　二二49’二
（4）　G・A・Chiurco，　op．　citt）vol．　III，　P．425．　Fascismo．　Inchiesta　socialista．．．，
　　　cit．　p。272．　L．　Arbizzani，　L’avvento＿，　cit．，　pp，253－254．
（5）　Fascismo．　Inchiesta　soc丘alista．．．，　cit．，　pp．271－293．　B．　Dalla　Casa，11　movi－
　　　rnento　oPeraio　e　socialista．．．，　citv　pp．33－36．
（6）　B．Dalla　Casa，　op．　cit．　p．44．拙稿「ファシスト・サンディカリズム史論，∬」
　　　r明治大学人文科学研究所紀要』第二十五冊，1987年，参照。
（7）　A．L．　Cardoza，　op．　cit．　pp．312－315．
（8）　前掲拙稿参照。その後，バロンチー二が，ボローニャ・ファシズムの「ラス」と
　　　なるが，1923年末に失脚，再びアルピナーティが指導者となる。
（9）　グランディの，この時期の活動についての評価は難しい。リトルトンは，「運動
　　の理論面では左におり，実践の面では極右に位置している」とそのアンビヴァレ
　　　ントな態度を指摘している。A．　Lyttelton，　op．　cit．，　p．117．なお，戦後，長く沈
　　　黙を守っていたが，最近，グランディは回想録を公表しはじめた。D．　Grandi，
　　Il　mio　paese．　Ricordi　autobiografici，　cit．，
（10）Cf．，　C．　S．　Maier，　op．　citst　p．305．
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